
令和７年度 熊本市子ども会育成協議会 第１回理事会 及び 第５８回全国

子ども会育成中央会議・研究大会（指定都市・熊本大会）第２回実行委員会

令和７年５月１５日（木）１８：３０～２０：３０ 熊本市中央公民館５階中会議室３で標記会議

を開催しました。役員・理事・事務局１２人と少数の参加でしたが活発な協議が行われました。

【第１回理事会】

１ 開会 ２ 会長あいさつ

３ 議事

（１）総会・第２回理事会中央公民館〉について

ア 日程〈６／１５（日）について

第２回理事会１１：００～１２：００役割確認５階中会議室３

総会準備 １２：４５～１３：３０････ＪＬ・ＹＬ集合＝１３：００･･７階ホール

国旗、市子協旗、総会横断幕、講演垂れ幕、机・椅子、マイク２、各種表示、

同伴幼児コーナー用の用具（塗り絵など）

ニュースポーツ貸出用具展示（フリスビー、輪投げ、射的、ボッチャ、ボウリングピン等）

総 会

受 付 １３：３０～ 開会・閉会 １４；００・１６：２０

集合写真撮影１６：２５～１６：４０ 後片付け １６：４０～１７：００（退室）

イ 来賓 熊本市長 大西 一史 様（あいさつ依頼予定）

文化市民局長 早野貴志様 生涯学習課長 原武尚子様 （依頼予定）

ウ 講演 田中晶子先生（熊本学園大学講師、関西大学大学院博士課程後期課程）

演題「子ども会活動で育む『体験という宝物』―子どもたちのワクワクを引き出せ！―」

エ 総会次第及び役割分担

①司会（ＹＬ） ②記録（理事） ③開会のことば（副会長） ④会長あいさつ（会長）

⑤来賓紹介（副会長） ⑥表彰（会長）・補助（理事・ＹＬ）表彰者紹介（司会ＹＬ）

⑦議長（ ）（案 理事） ⑧講師紹介（事務局） ⑨事業報告（理事）、ＪＬ活動報告

（ＪＬチーフ又はＬサブ） ⑩決算報告（事務局） ⑪事業計画（理事）

⑫予算書（事務局） ⑬貸し出し用具の展示紹介（ＪＬ、ＹＬ、他）

⑭閉会のことば（副会長）

オ その他役割

①準備（全員で）

●机・椅子の配置・指揮（ ）

●会場配置図（来賓席・市子協役員席・参加者座席割り振り、旗 ）（事務局）

●横断幕（熊本市子ども会育成協議会総会）、垂れ幕（演題、講師）設置（ ）

●国旗、市子協旗 設置（ ）●マイク１，２（ ）

●受付用紙（区毎に）（氏名チェック用）（事務局）

●一般参加者受付の区毎振り分け案内書き、来賓・講師用受付案内書き（事務局）

②受付・案内 来賓案内 （理事、 ＹＬ ）

③記録写真（理事 、ＹＬ ）（２人）

④総会の記録（理事）

カ 議題について

５事業計画（案）について

①野外活動体験 ７／２６（土）～２７（日）熊本市立金峰山自然の家（１泊２日）

小学生４０人募集、スタッフ２０人計６０人（予定）参加費 ５,０００円

参加者で支援が必要と思われる方への呼びかけ方の配慮
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②子ども会大会Ｒ８／２／１（日）8:30～12:00 熊本市食品交流会館・多目的ホール

後援：熊本市（一部熊本市補助金利用※） 内容・日程は昨年と同様

③ジュニア・リーダー研修会Ｒ８／０３／２８（土）～２９（日）

場所（熊本市中央公民館及び金峰山自然の家（予定）（日帰り２日）

共催：熊本市（一部熊本市補助金利用※）

６予算書（案）

○事業費

・会員数を９，５００人として予算編成。不足分は市子協積立金から支出予定、やむを得

ず予算オーバーする場合は、更に支出する必要あり。○市補助金･･･交付は翌年度

７ その他資料説明・連絡事項

○個人情報取扱規則について ○全国子ども会安全共済会について

○子ども会活動報告を市子協ホームページへ投稿を ○協賛事業

○参考資料（フライヤー、冊子等）

○用具貸し出し（Ｒ２年度は９件～Ｒ６年度は６０件････年々増加している。）

キ その他

４ 令和７年度業務予定表①②

５ 全子連表彰推薦（４人：副会長、理事）

６ 九州地区子ども会育成研究協議会表彰推薦（案）（４人：理事）

７ 熊本市子協表彰（案）（６人：理事４人、 単位子ども会育成会会長２人）

８ 放課後安心プランについて （令和７年度は未加入）

９ その他 ①地区子ども会推進研究会委員（ＹＬ、理事２人）

１０ 閉会（副会長）

【全国子ども会育成中央会議・研究大会 第２回実行委員会】

令和７年度 第５８回全国子ども会育成中央会議・研究大会（指定都市ブロック：熊本市で開催）

日時 ： 令和７年１１月１５日（土）～１６日（日）

場所 ： 熊本城ホール：シビックホール（多目的ホール）および会議室（１０）

１ 開会 ２ 会長あいさつ

３ 説明・協議

（１） 大会テーマ「 全子連から未発表 」 分科会テーマ「 全子連から未発表 」

（２）－① １つの分科会を熊本市子協が分担

発表：事務局長 テーマ････５年先を見据えた持続可能な子ども会活動をめざして！

～子ども会活動の魅力を伝える～

度々取り上げられるテーマではありますが、常に意識を持って、対策を考えなければ、子ど

も会活動の消極的な取り組み、会員の減少などマイナス要因はますます加速すると思われます。

熊本市子協の、単位子ども会活動の活性化に向けた実践を基に意見交換を行います。

※ＨＰに掲載した全活動報告のデータベース化（ハンドブック）（作成予定）

・内容別に分類 ・時期毎に分類････ＱＲコードで簡単に検索して活動内容を見る

会の運営････司会（ ）、記録（ ）、ファシリテータ（ ）

・理事は主に各分科会に参加。一部会場スタッフ（足りない分は九州各県・指定都市、全国の

ＹＬを全子連が中心になって集める。････全子連：九子連事務局）

－② 熊本県社会教育課 家庭教育支援班 ：主に「親の学び」事業を基に
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（３） アトラクションを２つ用意する。

① １日目 開会前････（予定）熊本市立必由館高校書道部と太鼓部のコラボレーション

揮毫文（文字）（素案）････輝く子ども（達） 活動 体験 交流

※全体会テーマなどの発表を見てから決定

※全体会が昨年のように１３：３０開会であればで、１２：５０までには終

了する必要がある。（その後４０分で開会式に向けたステージの設営）

② １日目 夜 祝賀会時 （予定）新町の獅子舞

（４）記念講演（１時間）熊本学園大学外国語学部英米学科 講師 田中 晶子先生

（５）その他････ホテルの祝賀会会場入口で「ひごまる」がサプライズお出迎え（案）

表彰者の集合写真撮影・個人撮影（プロカメラマンの確保）

４ 閉会
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